
［写真上］ロイ・コワン作 タイル壁画。日本とニュージーラ
ンドとの地理的な関係を示した作品。太平洋は8000枚のタ
イルで、ニュージーランドの地形は鋼鉄を溶接し作っている。

［写真左］彫刻家のW・R・アレン作のステンレスレリーフは、
ニュージーランド館の中庭に設置されていたもの。長さ14
フィートのステンレス棒9本から構成され、約2/3の高さの
位置に、かつては16枚の色彩板が取り付けられていた。先
端に別のステンレス棒が空に向けて取り付けられ、その根
元に球体が付属。
写真提供／吹田市立中央図書館

ジョアン・ミロ作『無垢の笑い』（縦5m、横12m）。日本
ガス協会がガス・パビリオンのために依頼したもので、
ミロ自身がEXPO'70のために来日し作品の取り付け指
導を行った。現在は大阪市北区中之島にある国立国際
美術館のロビーに展示されている。
所蔵／国立国際美術館
©️Successió Miró ／ ADAGP，Paris＆ JASPAR，
Tokyo，2021 E4339

E
X
P
O

ʼ70
の
パ
ビ
リ
オ
ン
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
移
築
さ
れ
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
出
く
わ
す
こ
と

が
あ
る
。

大
阪
中
之
島
の
国
立
国
際
美
術
館
に
あ
る
ジ
ョ

ア
ン
・
ミ
ロ
（
一
八
九
三
～
一
九
八
三
）
の
陶
板
壁
画
『
無

垢
の
笑
い
』
が
、
ガ
ス
・
パ
ビ
リ
オ
ン
の
た
め
に
制

作
・
展
示
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
ほ
か
に
も

シ
ド
ニ
ー
と
姉
妹
港
で
あ
る
四
日
市
に
は
、
北
斎

の
『
富
嶽
三
十
六
景
』
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

得
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
館
が
移
設
さ
れ
、
二
〇
一
三

年
ま
で
活
用
さ
れ
た
。
愛
知
青
少
年
公
園
（
現
在
の

愛
・
地
球
博
記
念
公
園
）
に
移
さ
れ
た
フ
ジ
パ
ン
・
ロ

ボ
ッ
ト
館
は
老
朽
化
で
撤
去
さ
れ
た
が
、
手
塚
治

虫
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
「
愛
・
地
球
博
」

（
二
〇
〇
五
年
）
に
も
出
展
さ
れ
、
い
ま
も
愛
知
県
児
童

総
合
セ
ン
タ
ー
で
動
い
て
い
る
。

最
近
出
く
わ
し
た
万
博
の
記
念
物
が
、
万
博
の

開
か
れ
た
吹
田
市
の
市
立
中
央
図
書
館
に
残
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
館
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

図
書
館
一
階
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
陶
芸
家

ロ
イ
・
コ
ワ
ン
（
一
九
一
八
～
二
〇
〇
六
）
制
作
の
八
千
枚

の
タ
イ
ル
に
よ
る
太
平
洋
と
鋼
鉄
で
作
ら
れ
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
は
め
こ
ま

れ
、
屋
外
に
は
、
Ｗ
・
Ｒ
・
ア
レ
ン
の
ス
テ
ン
レ
ス

の
球
体
と
天
を
突
く
棒
で
構
成
さ
れ
た
彫
刻
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
一
年
竣
工
の
図
書
館
の
建

築
も
時
代
の
感
覚
を
現
代
に
伝
え
て
ゾ
ク
ゾ
ク
す

る
。図

書
館
の
話
に
な
っ
た
の
で
、
E
X
P
O

ʼ70
に

ち
な
ん
だ
小
説
も
あ
げ
て
お
こ
う
。
Ｓ
Ｆ
の
巨
匠

筒
井
康
隆
の
『
人
類
の
大
不
調
和
』
は
、
夜
に
な
る

と
万
博
会
場
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
虐
殺
が
行
わ
れ

た
ソ
ン
ミ
村
や
、
大
飢
饉
に
襲
わ
れ
た
ビ
ア
フ
ラ
の

パ
ビ
リ
オ
ン
が
出
現
す
る
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ

ア
に
富
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
大
阪
万
博
に
先
立
つ

一
九
六
八
年
に
書
か
れ
た
眉
村
卓
『
E
X
P
O

ʼ87
』

は
、
一
九
八
七
年
に
再
び
日
本
で
万
博
が
開
催
さ

れ
る
と
い
う
近
未
来
小
説
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作

品
に
も
時
代
の
雰
囲
気
が
濃
厚
だ
。

そ
し
て
文
学
と
万
博
の
思
い
出
で
強
烈
な
印
象

を
残
す
の
が
、
万
博
閉
幕
の
二
ヶ
月
後
の
十
一
月
、

作
家
の
三
島
由
紀
夫
（
一
九
二
五
～
七
〇
）
が
「
楯
の
会
」

会
員
ら
と
自
衛
隊
市
ヶ
谷
駐
屯
地
を
訪
れ
、
檄
文

を
撒
き
、
割
腹
自
決
し
た
事
件
で
あ
る
。

事
件
の
再
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

E
X
P
O

ʼ70
に
ま
つ
わ
る
記
憶
は
次
か
ら
次
へ
と

結
び
つ
き
、
突
然
、
心
の
中
に
時
代
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
よ
う
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
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ニ
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